
日本政府観光局によると２０２５年の国・地域別の訪

日外国人客数は、韓国が前年比７・３％増の９４５万９

６００人と４年連続で最多でした。中国は１～１１月分の

累計でトップでしたが、中国政府による渡航自粛の呼

びかけで１２月に急減。通年では９０９万６３００人で韓

国に次ぐ２位になりました。 

一方観光

庁の発表によ

ると２０２５年の

訪日客による

消費額では、

中国が１６・

０％増の２兆２

６億円で最も

多く、全体の２割を占めました。台湾が１１・１％増の１

兆２１１０億円、米国が２４・７％増の１兆１２４１億円とな

りました。１人当たりの消費額では欧州の多さが目立

ちました。ドイツが３９・４万円で最も多く、英国と豪州

が３９・０万円となりました。滞在日数が長い欧米や豪

州の訪日客が消費額の増加に寄与しているとのこと。 

ビジネスホテル各社が地方への出店を強化してい

ます。新型コロナ禍からの需要回復に加え、訪日外国

人客の増加などで、ビジネスだけでなく観光目的の利

用増が期待できるためです。全都道府県への進出を

達成する大手チェーンも相次ぐ見通しで、サービスに

よる差別化など、競争が激しくなりそうです。 

全都道府県に進出 

 東横インは 2026 年 2 月高知市に「東横イン高知」を

開業。１９８６年に東京都大田区で１号店を出店してか

ら４０年で全都道府県への進出を果たしました。ビジ

ネスホテルの空白地だった高知県にはこのところ大手

による新規出店計画が相次いでいます。アパグルー

プは３月に高知市の既存ホテルを改装し、アパブラン

ドのホテルとして高知県初出店を予定。ルートインジ

ャパンは２０２７年春に高知県へ出店し、東横インに続

いて全都道府県進出を達成する見通しです。最後の

出店で高知県が多いのは「大規模な工場が少なく、

遠方からの出張客が少なかったからではないか」とい

います。 

高い稼働率 

 ビジネスホテルは高度経済成長期の１９６０年代以

降、出張需要に応える形で急増しました。宴会場や結

婚式場などを備えるシティーホテルと異なり、宿泊機

能に特化して低価格化を図ったのです。 

 近年は安価で交通の便が良いことが評価され、観

光客の利用が増えています。さらに訪日客の増加も

地方出店の追い風です。欧米からの訪日客は滞在期

間が長く、地方の周遊を好む傾向があるほか、自治

体などがオーバーツーリズム（観光公害）対策として、

訪日客の地方分散を促す動きもあります。 

 どこでも泊まれる店舗網を作ることで顧客の囲い込

みも期待できることから、各社は手薄だった地方への

出店を強化しています。 

 観光庁によると、２０２４年のビジネスホテルの客室稼

働率は７３・７％に上ります。出張客も観光客も取り込
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める特長を生かして、全宿泊施設の平均（５９・６％）よ

り高い状況です。 

「推し活」・受験生に着目 

宿泊機能に特化しているビジネスホテルは、これま

で立地や価格での競争が中心でした。しかし近年は、

内装や食事のほか、施設、サービスなどで差別化を

図る動きも出ています。出張の多い方はご自身の感

覚を振り返ると、１０年前、２０年前からその兆しがあっ

たことがお分かりになると思います。 

 ドーミーインやリッチモンドホテルでは、大浴場やサ

ウナを備えたホテルを展開します。宿泊客が滞在時に

求めるニーズに応えた設備を導入し、出張客に加え、

外国人を含む観光客の宿泊需要を取り込む狙いで

す。 

 東横インは好きな人やモノを応援する「推し活」市場

に着目。宿泊客が持ち込んだぬいぐるみの「お泊まり

セット」がついた宿泊プランを用意する。ルートインは

受験生を対象に宿泊費を割引するサービスを展開し

ている。ビジネスホテルのサービス競争はさらに激化

しそうです。 

ビジネスホテル各社の全国展開に向けた動き 
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おかげ様で多くの理美容業の方に顧問契約をいた

だいております。また、その顧問先のほとんどが１５坪

から ２０坪の事業所を営んでいらっしゃいます。この

方々のデータを分析すると何か見えてくるかと思い集

計してみました。すべての顧問先の平均値を集計して

もよいのですが、一定の成果を出されている方を抜き

出してみようと考えました。今回は高い所得を出して

いる方を抜き出してみました。 

高額所得者といっても明確な基準がある訳ではあり

ませんが、弊社顧問先の個人事業者（理美容業）のう

ち、オーナーがトップスタイリストとして現場でお仕事

に就いている方 ・ 年間所得７００万円以上の方を抜

き出してデータ集計をいたしました。全体のうち高額

所得者の割合は１６％で、昨年とほぼ同じ数値でした。

サンプルとなった店舗には、データでは計り知れない

それぞれの事情や狙いがあると思いますが、あくまで

も数値上は以下のような事が読み取れます。 

 売上はやや減少している 

 人件費は減少して 

 所得はやや増加している 

（単位：千円）

２０２３年 ２０２４年 ２０２５年
売  上 ２，８１６ ２，８２９ ２，８０５

材 料 費 
１６０

（5.7％）
１５８

（5.5％）
１５７

（5.5％）

広告宣伝費
６４

（2.2％）
６３

（2.2％）
５７

（2.0％）

人 件 費 
７９６

（28.2％）
７７５

（27.3％）
７５３

（26.8％）

家  賃 
２１６

（7.6％）
２１７

（7.6％）
２１８

（7.7％）

所  得 
７１１

（25.2％）
７２９

（25.7％）
７４９

（26.7％）
上記は平均月額です（カッコは売上比）

『売上の減少をカバーするために経費を節約して所

得を確保する』と表現される経営は、将来的に危険で

あると評されることが多いのですが、顧問させていた

だいている“はだ感”からは、労働力確保を実現して

いる方の経営は良い方向に向かっていると感じます。 

皆様はどう分析して何を感じるでしょうか？いずれ

にしても参考にしていただければ幸いです。 
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